










<目的>

本研究は、妊娠中毒症(以下中毒症と略)が中高年婦人の健康に及ぼす影響をアンケート調

査により解析し、その解析にもとづいて、中高年婦人の健康維持に寄与することが目的で

ある。

そこではじめに、これまで我々が行なった preliminary な調査成績について検討し、さら

に文献的考察も加え、これらの成績をもとに新たな研究計画を進める予定である。

<対象および方法>1961 年 1 月 1 日より 1970 年 12 月 31 日の 10 年間に東京大学付属病院

で分娩した患者より重症中毒症 200 例、軽症中毒症 200 例を無作為に抽出し、さらにこれ

らのうち都内に在住し解答可能との返事があったものにアンケート調査を施行した。重症

中毒症の 41例、軽症中毒症の52 例にアンケート調査を行ない、前者の 26 例(63.4%)、後

者の 49 例(94.2%)より解答が回収された。回収率は 78.9%(75/93)であった。アンケート

調査により 1.年齢、2.身長・体重(肥満度)3.家族歴(特に、高血圧、慢性腎疾患の有無)、

4.既往歴(特に、高血圧、慢性腎疾患の有無、出産回数、既往中毒症の回数、産褥 1 ヶ月

検診時の症状の有無)、5.現在の生活状況(職業の有無、収入状況)、6.現在の健康状態(高

血圧、慢性腎疾患の有無、その発症年齢、最後の分娩から発症までの年数)などの情報を

得た。なお高血圧は 140and/or90 ㎜ Hg 以上、蛋白尿は 30mg/dl 以上の蛋白検出を医師に

より確認され、診断されたものと定義した。同時に産科病歴より、妊娠分娩時の中毒症に

ついて 1.重症度、2.主症状、3.発症期間、4.持続期間、さらに 5.分娩週数、6.分娩様式、

7.出生時児体重などの項目を検討した。


